
 3階英語多読コーナーでは、おススメの多読本に手書きの帯を付けた本「オビ本」の展示を行っ

ています。「たじみ多読を楽しむ会（T.T.T.）」のメンバーから生まれた「オビ本」企画ですが、

今回は愛知県蒲郡市立図書館の英文多読読書会メンバーさんがおススメする本の帯が留学してきて

います。 

 T.T.T.メンバーがおススメする本の帯も、現在蒲郡市立図書館へ留学に行っています。普段は手

に取らないジャンルの本や少しレベルが高めの本も、オビが読書案内人となって、読書の世界を広

げてくれます。また帯を書いた人と読書体験を共有できるのも「オビ」の魅力です。多読を楽しむ

人と人が、館を越えて繋がる「オビ本」をぜひ読んでみてください。蒲郡市立図書館キャラクター

「めくるくん」も応援してくれています。展示期間は12月27日（金）までです。  

  検 索 
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 もういくつ寝るとお正月。お正月の風習は、地域によってさまざまです。その中で

もとくに、料理は地域による違いがあるようです。今回は、長瀬村（多治見市の土岐

川以北の一帯）のお正月についてご紹介します。 

 長瀬村のお正月は、まず若水を汲みにいくことからはじまります。家のあるじが井

戸の前にお供え物をし、お参りしてから水をくみ上げます。くみ上げた水はお正月の神様にお供えしてか

ら、お雑煮に使います。長瀬村のお雑煮は、だし汁で煮た角餅に、ゆでた餅菜と鰹節をのせたものです。 

二日は、朝風呂に入ったあとで「とろろ汁」をいただきます。とろろ汁をお正月に食べると、中気（中

風）にならないといわれています。おせち料理のなくなりかけた三日の夜には、味ごはんを炊きます。ま

た、鏡餅を下げ、塩水につけて水餅にしておきます。 

「長瀬のお正月」  

他にも開催中です 

お楽しみに！ 



 

七日を「七日正月」ともいうため、六日は年越しの日とされ、年取りのおかず（煮物）と年

取り鰯をいただきます。七日には万病にきくといわれる七草粥を食べて、邪気を払います。 

十一日は鏡開きで、塩水につけておいた鏡餅を使ってぜんざいを作り、十五日の小正月には

鏡餅を入れて小豆粥を炊きます。 

 皆さんがお住まいの地域には、どんな風習や料理があるでしょうか。ぜひ情報をお寄せ下

さい。                     参考にした図書『長瀬村の年中行事』093.86  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休館日の返却は、返却ポストを

ご利用ください。 
※大型本・AV資料などは破損の恐れがあ

るため開館時にお持ちください。 


